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はじめに 

 

伊丹市社会福祉事業団は、昭和６３年２月に伊丹市により設立され、少子高

齢化の到来とともに社会福祉をめぐる状況は大きく変化するなかで、平成１２

年には介護保険制度の導入、平成１８年には伊丹市においても指定管理制度が

導入されるなど、事業団を取り巻く経営環境も厳しさを増すこととなりました。 

 そのような状況のもと、平成１６年には、養護老人ホーム松風園と特別養護

老人ホーム桃寿園、平成２１年にはケアハイツいたみをはじめ１０施設の無償

譲渡により、事業団がそれまで運営を担っていた伊丹市の施設はすべて、事業

団が主体となり経営することとなりました。 

 今日、社会福祉法人への期待は高まる一方で、社会福祉法人制度の意義・役

割を問い直す厳しい指摘もなされているなか、平成２７年２月には、社会保障

審議会福祉部会において「社会福祉法人制度改革について」の報告書がまとめ

られました。 

 そのなかで、社会福祉法人は公益性・非営利性を高め、本来の使命を果たし、

国民に対する説明責任を果たすこと。また、社会福祉法人はその本旨を踏まえ、

地域のニーズにきめ細かく対応し、事業を積極的に展開することにより、地域

包括ケアシステムの構築において中心的な役割を果たすことが求められると

の内容が示されております。 

 このことを受けて、団塊の世代が７５歳の後期高齢者の時期に到達する２０

２５年問題の中での事業団は、今後の高齢化等に伴う福祉ニーズの多様化に対

応するため、今後１０年を見据え、必要な人材の確保・育成、組織整備、財務

規律の確立、経営の透明性などガバナンスの強化を図るとともに、老朽化する

施設設備等の保全を計画的に進めるために、中長期経営計画を策定いたしまし

た。 

 事業団では、これまで主に高齢者を中心に施設サービスを基本にしながら、

在宅福祉サービスにも取り組んでまいりましたが、今後は、本計画を着実に実

行していくことで、障がい者やこどもへのサービスなども含め、新たなサービ

スの調査・研究に取り組むとともに、より質の高いサービスを安定的・継続的

に提供できる体制を整え、地域社会に貢献できる社会福祉法人を目指して、職

員一同が一丸となって取り組んでまいります。 

 

 

平成２８年３月 

社会福祉法人伊丹市社会福祉事業団 

理事長  奥 田 利 男 
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１ . 計画策定の背景 

 

近年、社会福祉を取り巻く環境は、大きく変化しています。人口減少・少子

高齢化社会の到来、核家族化などの社会構造の変化などにより、福祉ニーズが

多様化・複雑化していることとあわせ、介護保険制度の施行（平成１２年）以

降、措置制度から契約制度への転換が行われ、福祉サービスの分野にも企業や

ＮＰＯなどが参入し、多様な経営主体が競合するようになっています。 

社会福祉基礎構造改革から１５年以上が経過し、社会保障制度を取り巻く環

境は大きく変転・変節し、平成２８年度以降、社会福祉法人には法人制度改革

として、経営組織のガバナンスの強化、事業運営の透明化の向上、財務規律の

強化や地域における公益的な取り組みの責務など、これまで以上に大きな役割

が求められています。 

 また、事業の持続的な発展のための人材の確保は喫緊の課題であり、職員一

人ひとりが業務への取り組みを通じ、福祉を実践する専門職としての誇りを持

ち、これからも安心して働き続けることが出来る環境の整備が急務となってい

ます。 

 このような中、中長期の環境の変化を見据え、伊丹市社会福祉事業団が伊丹

市の外郭団体としての公益性・非営利性を確保し、地域社会に貢献できる健全

で安定した経営体制を確立するとともに、社会福祉法人制度改革がもたらす変

化にも対応しつつ、自らの経営基盤を強化し、経営理念の実現を目指していく

必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 計画の基本的な考え方 

豊かな明日への扉をひらく 
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【図‐１】計画策定の背景 

 

 
 

 

（ 1）  法 人 設 立 か ら こ れ ま で の 活 動  

 

事 業 団 は 昭 和 ６ ３ 年 ２ 月 、伊 丹 市 が 設 置 す る 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム な ど

の 、主 に は 高 齢 者 を 対 象 と し た 各 種 社 会 福 祉 施 設 の 運 営 を 適 切 か つ 効 率

的 に 行 い 、市 民 福 祉 の 向 上 を 図 る こ と を 目 的 に 設 立 さ れ ま し た 。そ し て 、

福 祉 専 門 職 の 人 材 を 確 保 す る と と も に 、施 設 利 用 者 の 増 加 等 に も 柔 軟 に

対 応 す る な ど 、ニ ー ズ に 合 わ せ た 質 の 高 い サ ー ビ ス の 提 供 を 期 待 さ れ て

き ま し た 。  

以 後 、伊 丹 市 の 福 祉 サ ー ビ ス の 提 供 を 先 駆 的 に 担 い 、平 成 １ ２ 年 に 社

会 福 祉 基 礎 構 造 改 革 の 方 向 の も と に 、介 護 保 険 制 度 が 創 設 さ れ る と 同 時

に 、財 団 法 人 伊 丹 ふ れ あ い 福 祉 公 社 お よ び 伊 丹 市 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン

と 組 織 を 統 合 し 、施 設 サ ー ビ ス と 在 宅 サ ー ビ ス を 総 合 的 に 提 供 で き る 体

制 に 整 え ま し た 。  

さ ら に 、 平 成 １ ５ 年 に は 経 営 の 健 全 化 を 図 る た め の 経 営 計 画 （ 平 成  

１ ６ 年 度 か ら 平 成 １ ９ 年 度 ま で ）を 策 定 し 、人 事 給 与 制 度 等 の 見 直 し を

行 う と と も に 、平 成 １ ６ 年 に 養 護 老 人 ホ ー ム「 松 風 園 」と 特 別 養 護 老 人

ホ ー ム「 桃 寿 園 」、平 成 ２ １ 年 に 介 護 老 人 保 健 施 設「 ケ ア ハ イ ツ い た み 」

な ど 、残 る １ ０ 施 設 の 建 物 の 無 償 譲 渡 を 伊 丹 市 か ら 受 け 、自 主 運 営 で の

法 人 経 営 が ス タ ー ト し た こ と に あ わ せ 、新 た な 経 営 理 念（ 豊 か な 明 日 へ  

あ な た と と も に 歩 み ま す ） を 策 定 し ま し た 。  
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【 表 ‐ １ 】 法 人 設 立 か ら こ れ ま で の 活 動  

 

昭和 63 年 2 月    社会福祉法人 伊丹市社会福祉事業団設立  

平成 12 年 4 月  

  社会福祉基礎構造改革・介護保険制度の施行  

  伊丹ふれあい福祉公社、伊丹市訪問看護ステーションと

の統合  

平成 16 年 4 月    伊丹市社会福祉事業団経営計画（H16～H19）  

平成 18 年 4 月  
  指定管理者制度に基づき、全施設の管理運営を受託  

  事業団将来像の中長期運営改善計画  

平成 19 年 2 月  
  伊丹市社会福祉事業団経営健全化計画  

（H20～H23）  

平成 21 年 3 月  
  伊丹市より全 10 施設の建物無償譲渡  

  自主運営での法人経営がスタート  

平成 28 年 4 月    伊丹市社会福祉事業団中長期経営計画（予定）  

 

 

（ 2）  事 業 団 の こ れ か ら の 方 向 性  

 

伊丹市から無償譲渡を受けた施設は、築後２０年から３０年以上の建物が大半

を占め、老朽化による改修費は減価償却費や修繕積立金等により一定の確保がな

されているが、建て替え等を視野に入れた財源の計画的な確保が急務となってい

ます。 

また、サービス提供の主体は「人」であり、全国的に介護サービスを支える人材が

不足している中で、安定的な人材の確保が喫緊の課題となっています。人事給与

制度を速やかに見直し、仕事にやりがいを感じながら、育児や介護とも両立できる雇

用環境を整えることとあわせて、これまで以上に福祉専門職のスキルの向上と活躍

できる人材育成制度の整備が必要となります。 

今後に予定されている地域包括ケアを実践していくなかで、事業展開のかたちが

大きく変わるものと予測され、障がい者やこどもへの広範なサービスの充実とともに、

医療・福祉・教育・行政などの関係機関との連携を強化し、地域に根ざした社会福

祉法人としての役割を確立していく必要があります。 

そのためには、弱みであった経営体質の改善に向け、自律した経営管理手法の

もと、いかなる社会環境の変化にも対応し、必要不可欠な社会福祉法人として地域

社会に貢献していきます。 
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２ .  中 長 期 経 営 計 画 の 必 要 性  

 

こ れ ま で の 法 人 経 営 の 現 状 は 、「 施 設 管 理 中 心 」、「 経 営 手 法 の 不 在 」、「 画

一 的 な サ ー ビ ス の 提 供 」な ど 、 と 言 わ れ て き ま し た 。 新 た な 制 度 で あ る 制

度 改 革 等 の 大 き な 外 部 環 境 の 変 化 に 加 え 、団 塊 の 世 代 が ７ ５ 歳 の 後 期 高 齢

者 の 時 期 に 到 達 す る ２ ０ ２ ５ 年 問 題 や 、 認 知 症 高 齢 者 や 独 居 世 帯 の 増 加 、

虐 待 の 問 題 、施 設 か ら 在 宅 へ と い う 施 策 の 転 換 な ど 、 新 た な 課 題 解 決 に 向

け た 取 り 組 み の 方 向 性 を 明 確 に し 、中 長 期 的 な 視 点 で の 経 営 主 体 と し て の

組 織 強 化 と 安 定 し た 経 営 基 盤 の 確 立 に 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ り ま す 。  

ま た 、こ れ か ら の 事 業 展 開 に つ い て も 、 単 年 度 の 事 業 計 画 で は な く 、 具

体 的 な 内 容 を 盛 り 込 ん だ 実 施 計 画 の 中 で 、財 源 や 人 員 な ど の 経 営 資 源 を 最

大 限 に 活 用 し つ つ 、 新 規 事 業 の 開 発 や 施 設 の 整 備 ・ 改 修 な ど 、 継 続 的 、 持

続 的 に 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ り ま す 。  

 

 

（ 1）  計 画 の 目 標  

 

私 た ち を 取 り 巻 く 環 境 か ら 中 長 期 的 に 取 り 組 む べ き 課 題 を 整 理 し 、

職 員 一 人 ひ と り が 、自 ら 考 え 、し っ か り と 役 割 を 担 い 、責 任 感 を 持 っ て

と も に 前 進 す る こ と が で き る １ ０ ヶ 年 に し て い き ま す 。  

財 政 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 、 現 状 の 事 業 形 態 を 継 続 す る だ け で は 、

１ ０ 年 後 に は 、介 護 保 険 収 入 の 推 移 と 施 設 建 物 等 の 維 持 管 理 経 費 、さ ら

に は 事 業 団 設 立 期 の 職 員 の 退 職 金 支 出 な ど に よ り 、 資 金 の 残 高 が 不 足

す る 事 態 が 予 測 さ れ 、中 長 期 的 に は 、全 事 業 所 に お け る 事 業 活 動 の 目 標

管 理 が 必 要 と な り ま す 。  

そ の た め に は 、計 画 の 目 標 を わ か り や す く 具 体 化 す る 必 要 が あ り 、目

標 管 理 を 年 次 毎 に 有 効 に 機 能 さ せ て い き ま す 。  

一 人 ひ と り が 自 ら の 役 割 を 理 解 し 、 計 画 の プ ロ セ ス に 関 与 で き る 仕

組 み を 構 築 し 、事 業 団 の 目 指 す べ き 方 向 性 を 明 確 に す る 中 で 、ニ ー ズ に

合 わ せ た 新 規 事 業 の 展 開 の た め の 人 材 育 成 の 道 筋 を 示 し て い き ま す 。  
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【 図 ‐ ２ 】 財 政 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン  

 
 

（ 2）  計 画 の 期 間  

 

中 長 期 経 営 計 画 の 期 間 は 、 平 成 ２ ８ 年 度 か ら 平 成 ３ ７ 年 度 ま で の  

１ ０ 年 間 と し て 、基 本 計 画 と 実 施 計 画 を 策 定 し 、そ れ ぞ れ の 期 間 ご と の

見 直 し を 行 い ま す 。  

こ の 計 画 は 、策 定 後 も 検 証 を 行 い な が ら 、取 り 巻 く 社 会 経 済 情 勢 の 変

化 や 、取 り 組 み 内 容 の 改 善 を 図 る 中 で 、必 要 に 応 じ て 柔 軟 に 計 画 の 変 更

を 行 っ て い き ま す 。  

 

【 表 ‐ ２ 】 計 画 の 期 間  
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１ .  １ ０ 年 後 の 私 た ち の 姿 （ 経 営 理 念 と 私 た ち の ビ ジ ョ ン ）  

 

 平 成 ２ １ 年 ４ 月 、伊 丹 市 か ら 施 設 建 物 の 無 償 譲 渡 を 受 け 、新 し い 形 で の

法 人 経 営 が ス タ ー ト し た こ と を 契 機 に 、 新 し い 経 営 理 念 （ 豊 か な 明 日 へ  

あ な た と と も に 歩 み ま す ）を 事 業 団 の 将 来 像 と し て 定 め 、そ の 着 実 な 実 践

の た め の 基 本 構 想 と し て 「 私 た ち の ビ ジ ョ ン 」 を 指 針 と し ま し た 。  

 そ の ビ ジ ョ ン を 達 成 し て い く た め 、「 私 た ち の 意 識 」「 組 織 運 営 の 仕 組 み 」

「 財 政 の 安 定 化 」 の 仕 組 み を 変 え る （ ３ つ の チ ェ ン ジ ） た め に 、 ４ つ の 目

標 と 、そ の 実 現 を 図 る た め の ８ つ の 指 針 を 掲 げ 、取 り 組 み を 続 け て き ま し

た 。  

 今 回 の 中 長 期 経 営 計 画 は 、 経 営 理 念 を 基 本 に 、 そ の 基 本 計 画 ・ 実 施 計 画

と し て 策 定 し 、新 た な 福 祉 の 時 代 を 牽 引 す る リ ー ダ ー を 育 成 し つ つ 、地 域

社 会 の 拠 り ど こ ろ と な る 社 会 福 祉 法 人 を 目 指 し 、１ ０ 年 後 の 姿 を 明 確 に 描

き な が ら 、 自 己 変 革 を 進 め て い き ま す 。  

 

【 図 ‐ ３ 】 地 域 社 会 に 必 要 不 可 欠 な 拠 り 所 と な る 法 人 を め ざ し て  

 

 

地域に必要と 

される全世代 

に対応する事 

業を担う中心 

的存在となる 

 

 

第２章 １０年後の私たちの姿とめざす目標（基本方針） 

経営理念「豊かな明日へ あなたとともに歩みます」  

豊 か な 明 日 へ の 扉 を ひ ら く  
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２ .  私 た ち の め ざ す 方 向  

 

 

 

 

 

 

○  地 域 復 帰 を め ざ し た 支 援 を 推 進  

 

個 人 の 尊 厳 と 人 権 を 守 り 、高 齢 者 や 障 が い 者 、こ ど も 、様 々 な 事 情 で

日 常 生 活 を 送 る こ と が 困 難 な 方 々 が 、 住 み な れ た 地 域 で 健 康 で 安 心 し

た 生 活 が で き る よ う ､施 設 で の 介 護 ・ 看 護 ・ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン な ど の

生 活 支 援 や 就 労 支 援 と と も に 、 誰 も が 住 み や す い 地 域 へ の 環 境 づ く り

を 目 指 し ま す 。  

 

  福 祉 制 度 の 谷 間 の 人 々 へ の 支 援  

  病 気 、 貧 困 等 の 生 活 支 援 を 必 要 と す る 人 々 へ の 支 援  

  地 域 社 会 へ の 貢 献  

 

 

 

 

 

 

 

○  福 祉 ニ ー ズ の 把 握 と 地 域 活 動 の 推 進  

 

在 宅 支 援 が 進 め ら れ る 中 、共 生 の コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 進 め 、地 域 の

人 々 が 、住 み な れ た 地 域 で 安 心 し た 生 活 を 継 続 す る た め に 、関 係 機 関 や

地 域 の 豊 富 な 社 会 資 源 と 協 働 し 、地 域 包 括 ケ ア を 推 進 す る た め 、地 域 の

ニ ー ズ に あ っ た 福 祉 事 業 等 の 創 出 に 務 め ま す 。  

 

  地 域 包 括 ケ ア の 実 践  

  地 域 の 共 生 環 境 の 創 出 と 協 働  

  地 域 を 支 え る 福 祉 人 材 の 確 保 と 育 成  

 

 

 

 

 私たちは、福祉と人を育てます 目標 2 

私たちは、人にやさしく、心のかよいあうサービスを提供します 目標 1 
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○  総 合 支 援 体 制 の 推 進 と 組 織 ガ バ ナ ン ス の 強 化  

 

施 設 サ ー ビ ス の 利 用 と 在 宅 生 活 を 両 立 さ せ る 地 域 福 祉 ネ ッ ト ワ ー ク

を 構 築 し 、地 域 に お け る 包 括 的 支 援 体 制 の 推 進 に 取 り 組 む と と も に 、地

域 福 祉 の 総 合 支 援 を 目 指 し 全 て の サ ー ビ ス の 連 携 を 強 化 し 、 質 の 向 上

に 取 り 組 み ま す 。  

質 の 高 い サ ー ビ ス が 提 供 で き る よ う 、施 設・設 備 の リ ノ ベ ー シ ョ ン と

事 業 の 再 構 築 と と も に 組 織 運 営 の 改 善 を 進 め 、 組 織 の ガ バ ナ ン ス の 強

化 に 取 り 組 み ま す 。  

 

  地 域 の ニ ー ズ に 対 応 し た 在 宅 サ ー ビ ス の 向 上  

  地 域 福 祉 の 総 合 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築  

  福 祉 専 門 職 の 育 成 制 度 の 充 実 と 組 織 運 営 の 改 善  

  事 業 の 再 構 築 に よ る サ ー ビ ス の 強 化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私たちは、サービスの質の向上を目指します 目標 3 
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○  安 定 的 な 事 業 運 営 の た め の 経 営 基 盤 の 強 化  

 

職 員 一 人 ひ と り の 役 割 意 識 と 責 任 感 を 醸 成 し 、 大 切 な 経 営 資 源 で あ

る 人 材 の 育 成・活 用 を 図 る 中 で 、必 要 な ス キ ル を 補 完 し あ い 、時 代 の ニ

ー ズ と 変 化 に 柔 軟 に 対 応 し 、継 続 的 に 事 業 展 開 を 進 め る と と も に 、新 し

い 分 野 で の 事 業 の 創 造 の 可 能 性 を 通 じ て 、 安 定 し た 経 営 基 盤 の 確 立 を

目 指 し ま す 。  

施 設 現 場 で の 業 務 の 効 率 化 を 図 る た め 、Ｉ Ｃ Ｔ 化 を 推 進 し 、施 設 サ ー

ビ ス を 向 上 さ せ る と と も に 、 新 た な 事 業 展 開 に も 取 り 組 ん で い く 体 制

を 整 え ま す 。  

社 会 福 祉 法 人 制 度 改 革 に 対 応 し 、理 事 会・評 議 員 会 の 役 割 の 見 直 し を

行 い 、 法 人 経 営 を 担 っ て い く 組 織 と し て 機 能 し ま す 。  

 

  事 業 の 効 率 化 を 目 的 と し た Ｉ Ｃ Ｔ 化 を 導 入 検 討  

  制 度 改 正 に 対 応 し た 新 規 事 業 の 検 討  

  事 業 の 効 率 性 の 改 善 と 安 定 し た 財 務 規 律 の 確 立  

  施 設 や 設 備 の 計 画 的 な 保 全 整 備  

  理 事 会 ・ 評 議 員 会 機 能 の 整 備 ・ 強 化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私たちは、効率的な経営を目指します 目標 4 
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１ .  戦 略 の 位 置 づ け  

 

 こ の 計 画 の ４ つ の 戦 略 は 、 経 営 理 念 と 経 営 目 標 の 実 現 を 補 完 す る た め 、

激 し く 変 化 を し て い く 時 代 の 趨 勢 を 見 据 え 、社 会 経 済 情 勢 に 対 応 し た 経 営

基 盤 を 構 築 す る た め 、 私 た ち の 進 む べ き 「 １ ０ 年 後 の あ る べ き 姿 」 へ の 指

針 を 示 す も の で す 。  

 そ の 道 筋 と し て 、経 営 理 念 実 現 の た め に 掲 げ た「 ４ つ の 目 標 」（ 第 ２ 章 ）

に 基 づ き 、そ の 方 向 に あ わ せ て「 ４ つ の 戦 略 と １ ３ の 視 点 」を 示 し 、今 後 、

事 業 団 が 取 り 組 む べ き 経 営 戦 略 を 明 ら か に し ま す 。  

 

 

【 図 ‐ ４ 】 ４ つ の 戦 略  

 

 

 

第３章 豊かな明日への扉をひらく ～４つの戦略～  

豊 か な 明 日 へ の 扉 を ひ ら く  
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経 営 理 念 と 「 4 つ の 目 標 」 の 実 現 の た め 、 様 々 な ニ ー ズ に 対 応 で き る 柔

軟 な 組 織 づ く り は 不 可 欠 で あ り 、施 設 サ ー ビ ス と 在 宅 サ ー ビ ス が 相 ま っ て 、

地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構 築 な ど 、 地 域 へ の 貢 献 と と も に 、公 共 性 ・ 公 益

性 の 高 い 支 援 を 意 識 し 、伊 丹 市 の 外 郭 団 体 で あ る 社 会 福 祉 法 人 と し て 、 健

全 で 持 続 的 な 法 人 経 営 が 可 能 な 組 織 を 目 指 し ま す 。  

 

 

 

 

 

視点 1 ライン＆スタッフ組織と法人経営本部の設置      

 

  多 様 化 す る 地 域 ニ ー ズ に 対 応 で き る 事 業 体 系 の 構 築 と 、 環 境 の 変 化 に

も 柔 軟 で 迅 速 に 機 能 す る 組 織 づ く り を 目 指 し ま す 。  

 

  経 営 管 理 機 能 を 強 化 す る た め 、法 人 経 営 本 部 を 設 置 し 、法 人 全 体 の 経 営

状 況 の 管 理 を 行 い 、 持 続 的 な 事 業 運 営 と 安 定 し た 財 政 基 盤 の も と で の

法 人 経 営 を 行 い ま す 。  

 

  新 た な 社 会 福 祉 法 人 制 度 改 革 に 適 応 し た 経 営 体 制 の 確 立 と 理 事 会 ・ 評

議 員 会 の 法 人 経 営 に お け る 機 能 の 整 備 と 強 化 を 図 り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊 か な 明 日 へ の 扉 を ひ ら く ４ つ の 戦 略 ①  

【組織戦略】 

～多様化する地域ニーズに対応していく新しい組織～  

■主な取り組み  
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【 図 ‐ ５ 】 法 人 経 営 本 部 と 事 業 組 織 の 役 割  

 

 

 

視点２ 迅速で効率的な事業部制組織に改編          

 

  多 様 化 す る 地 域 ニ ー ズ に 対 応 で き る 事 業 体 系 の 構 築 と 地 域 包 括 ケ ア の

効 率 的 な 実 践 を 目 指 し て 、 各 事 業 の 独 自 性 や 採 算 性 を 意 識 し た 事 業 展

開 を 進 め ま す 。  

 

  在 宅 サ ー ビ ス 部 門 、 施 設 サ ー ビ ス 部 門 と 相 談 支 援 部 門 の マ ネ ジ メ ン ト

機 能 を 強 化 し 、 サ ー ビ ス 提 供 の 一 元 化 を 目 指 し ま す 。  
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【 図 ‐ ６ 】 ラ イ ン (Ｌ )&ス タ ッ フ (Ｏ ・ Ｄ )と 事 業 部 制 組 織 の イ メ ー ジ 図  

 

 

※ 組 織 戦 略 の 視 点 1 と 視 点 2 を 合 わ せ た 組 織 全 体 の イ メ ー ジ 図  

  O＝ オ フ ィ サ ー (戦 略 的 意 思 決 定 ： 法 人 全 体 ) 

  D＝ デ ィ レ ク タ ー (管 理 的 意 思 決 定 ： 部 門 ) 

  L＝ ラ イ ン (業 務 的 意 思 決 定 ： 事 業 所 ・ 部 署 ) 

 

 

視点３ 業務役割を基本とした組織体系に移行         

 

  こ れ ま で の 職 階 を 基 本 と し た「 職 務 基 準 等 級 制 度 」か ら 、組 織 目 標 を 達

成 す る た め に 求 め ら れ る 業 務 遂 行 の 役 割 に 応 じ た 等 級 を 設 定 し 、 そ の

役 割 に 応 じ た 人 事 体 系 と し て 「 役 割 基 準 等 級 制 度 」 へ 移 行 し ま す 。  

 

  求 め ら れ る 資 格 要 件 や 新 た な 専 門 職 制 に つ い て も 、 役 割 基 準 の 中 で の

位 置 づ け を 行 い 、 柔 軟 に 組 織 体 系 に 位 置 づ け ま す 。  
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福 祉 サ ー ビ ス の 提 供 の 主 体 は 「 福 祉 人 材 」で あ り 、 一 人 ひ と り が 目 標 を

持 っ て 仕 事 に 取 り 組 め る よ う 、計 画 的 に 経 験 や ス キ ル を 積 み 上 げ て い く 環

境 を 整 え る 必 要 が あ り ま す 。  

ま た 、地 域 に 貢 献 し 、質 の 高 い サ ー ビ ス を 担 う 多 様 な 人 材 の 確 保 と 育 成

に 向 け た 働 き や す い 職 場 環 境 の 整 備 、適 切 な 評 価 に 基 づ い た 人 事 給 与 制 度

を 構 築 し ま す 。  

 

 

 

 

 

視点１ 役割基準等級制度による複線型の人事給与制度の導入  

 

  組 織 目 標 を 達 成 す る た め 、 求 め ら れ る 役 割 に 応 じ た 役 割 基 準 等 級 制 度

を 導 入 し 、 権 限 と 責 任 を 明 確 に し た 複 線 型 の 人 事 制 度 を 導 入 し ま す 。  

 

  基 本 給 部 分 を 役 割（ 職 責 ）・職 務（ 資 格 基 準 ）・能 力（ キ ャ リ ア ア ッ プ ）

に 分 け て 、 そ れ ぞ れ の 事 業 特 性 お よ び 職 務 特 性 に 合 わ せ て 給 与 基 準 を

整 え 、 専 門 性 や 資 格 、 ス キ ル に 応 じ た 給 与 制 度 に 移 行 し ま す 。  

 

 

視点２ 時代の環境に合わせた雇用の多様化          

 

  働 く 環 境 に 合 わ せ 、経 営 責 任 を 担 う Ⅰ 種 職 員 、一 般 的 な 形 態 の Ⅱ 種 職 員 、

短 時 間 勤 務 が 可 能 な Ⅲ 種 職 員 、職 務 内 容 が 限 定 的 な Ⅳ 種 職 員 と 、契 約 雇

用 職 員 な ど 、柔 軟 な 雇 用 形 態 を 導 入 し 、新 た な 人 材 と 雇 用 の 確 保 に 努 め

ま す 。  

 

 

豊 か な 明 日 へ の 扉 を ひ ら く ４ つ の 戦 略 ②  

【人事戦略】 

～職員一人ひとりのやりがいと自己実現をめざして～  

■主な取り組み  
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視点３ 専門性を向上させる育成制度             

 

  役 割 基 準 等 級 に 求 め ら れ る ス キ ル を 明 確 に し 、 専 門 性 の 向 上 を 目 的 と

し た キ ャ リ ア ア ッ プ の た め の“ ラ ダ ー（ は し ご ）”育 成 制 度 を 進 め ま す 。  

 

  各 職 種 に 求 め ら れ る 役 割 基 準 を 明 確 に し 、 そ の 職 務 能 力 を 引 き 上 げ る

た め の 訓 練 メ ニ ュ ー を 体 系 的 に 整 え ま す 。  

 

 

【 図 ‐ ７ 】 キ ャ リ ア ア ッ プ の イ メ ー ジ 図  
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視点４ 組織の役割を担う人材（財）開発・人事評価制度    

 

  職 務 の 専 門 性 だ け で は な く 、 マ ネ ジ メ ン ト 業 務 に お け る 知 識 の 習 得 に

つ い て も 、育 成 メ ニ ュ ー と と も に 、法 人 経 営 を 担 う 人 材 の 育 成 制 度 を 整

え ま す 。  

 

  新 た な 人 事 給 与 制 度 と 連 動 さ せ た 育 成 シ ス テ ム と 人 事 評 価 制 度 を 再 構

築 し 、職 員 の キ ャ リ ア ア ッ プ へ の 道 筋 を 明 ら か に し 、能 力 開 発 の 機 会 を

充 実 し ま す 。  

 

 

【 表 ‐ ５ 】 新 た な 人 事 ・ 給 与 制 度 に よ る 給 与 の 考 え 方  
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地 域 の 方 々 や 地 域 の 事 業 者 と 連 携 し 、地 域 で 暮 ら す 高 齢 者 や 障 が い を 持

つ 方 な ど へ 、サ ー ビ ス の 提 供 を 通 じ て 、私 た ち が も つ 専 門 ス キ ル と 機 能 を

包 括 的 に 展 開 し 、 セ イ フ テ ィ ネ ッ ト の 役 割 な ど 公 益 性 を 意 識 し 、安 心 し て

地 域 で の 生 活 を 継 続 で き る よ う 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 中 核 的 役 割 を 担

っ て い き ま す 。  

 

 

 

 

 

視点１ 地域包括ケアの実践                 

 

  私 た ち が 持 つ 資 源 と 地 域 の 資 源 を 有 機 的 に つ な げ 、 需 要 と 実 態 を 把 握

し つ つ 、 ニ ー ズ に あ っ た 事 業 の 整 備 と 新 た な サ ー ビ ス の 開 発 を す す め

ま す 。  

 

  在 宅 サ ー ビ ス 部 門 を 中 心 に 、 地 域 の 方 々 の ラ イ フ プ ラ ン の 設 計 を 行 う

こ と が で き る よ う 、 総 合 支 援 事 業 の 研 究 と 実 践 を 進 め ま す 。  

 

 

豊 か な 明 日 へ の 扉 を ひ ら く ４ つ の 戦 略 ③  

【事業戦略】 

■主な取り組み  
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視点２ 新たな事業の開発                  

 

  介 護 保 険 事 業 を 基 本 に し つ つ 、 障 が い 福 祉 サ ー ビ ス も 含 め 様 々 な 事 業

を シ ー ム レ ス で 包 括 的 な 事 業 展 開 を 進 め ま す 。  

 

  今 後 、想 定 さ れ る 施 設 改 修 費 用 の 効 率 性 を 引 き 上 げ る た め 、ア ウ ト リ ー

チ で 伴 走 型 へ の 転 換 を 視 野 に い れ た 検 討 を 進 め ま す 。  

 

  地 域 復 帰 を め ざ す た め に 、生 活 支 援 を 必 要 と す る 人 々 や 、福 祉 制 度 の 狭

間 と な っ て い る 人 々 を 受 け 入 れ る た め の 新 た な 事 業 開 発 を 進 め て い き

ま す 。  
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中 長 期 の 財 源 の 確 保 に 基 づ く 財 政 規 律 ・ 財 務 規 律 を 遵 守 し 、法 人 の 経 営

基 盤 の 安 定 化 を 目 指 し ま す 。ま た 適 正 な 職 員 配 置 を 定 義 し 、職 員 の 育 成 に

合 わ せ た 事 業 展 開 を 実 施 し ま す 。  

 

 

 

 

 

視点１ 事業管理者主導の収支目標管理の体制整備       

 

 事 業 所 の 管 理 者 の 育 成 へ つ な げ る た め 、 こ れ ま で の 会 計 事 務 処 理 体 制

か ら 脱 却 し 、 管 理 会 計 に よ る 管 理 者 主 導 で の 収 支 目 標 管 理 体 制 を 進 め

て い き ま す 。  

 

 

視点２ 全拠点会計の黒字化に向けた管理体制         

 

  事 業 部 制 に 移 行 す る こ と に よ り 、 人 的 資 源 の 事 業 所 間 シ ェ ア リ ン グ を

進 め 、職 員 配 置 の 適 正 化 に よ り 、収 益 性 の 確 保 に 向 け た 基 礎 的 な 経 営 条

件 を 整 備 し ま す 。  

 

  老 朽 化 し た 施 設 建 物・設 備 の 改 修 費 は 、機 能 改 革 に よ っ て 生 み 出 す 新 た

な 付 加 価 値 を 盛 り 込 み 、地 域 ニ ー ズ に 適 合 さ せ な が ら 、固 定 資 産 の 効 率

的 利 用 と 、 減 価 償 却 費 を 上 回 る 資 産 活 用 を 行 い ま す 。  

 

 

 

 

 

豊 か な 明 日 へ の 扉 を ひ ら く ４ つ の 戦 略 ④  

【財務戦略】 

～経営理念の実現に向け、将来にわたる経営（財政）の安定化～  

■主な取り組み  
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視点３ コックピット経営体制（法人経営本部）の確立      

 

  管 理 会 計 を す す め る と と も に 、事 業 実 績 の 評 価 を 連 動 さ せ 、管 理 の 一 元

化（ コ ッ ク ピ ッ ト ）に よ る 定 量 的 デ ー タ と 定 性 的 デ ー タ を 用 い た 経 営 管

理 の 手 法 を 実 施 し ま す 。  

 

  法 人 内 で 経 営 理 念・基 本 構 想（ 私 た ち の ビ ジ ョ ン ）・基 本 計 画・実 施 計

画 を 共 有 化 し 、 実 現 さ せ る た め 経 営 管 理 を 基 本 と し た 手 法 で の 法 人 経

営 を 徹 底 し ま す 。  

 

 

 

視点４ ＩＣＴ化による効率化を推進          

 

  施 設 に お け る 記 録 業 務 に か か る 時 間 等 の 効 率 化 を 図 る た め に 、ICT 化 を

導 入 す る と と も に 、 原 因 や 結 果 の 関 係 を 科 学 的 に 分 析 し 活 用 で き る よ

う 導 入 を 進 め ま す 。  

 

  ICT 化 に よ り 、業 務 の 効 率 化 で 得 た 資 源（ 時 間 ）に つ い て は 、新 た な 事

業 展 開 な ど に つ な げ て い き ま す 。  
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私 た ち が め ざ す 伊 丹 市 社 会 福 祉 事 業 団 の 将 来 像 を 実 現 し て い く た め に

は 、景 気 変 動 な ど に よ っ て も 目 標 を 変 え る こ と な く 、 安 定 的 に 事 業 運 営 を

行 っ て い け る 財 政 基 盤 を 構 築 し て い く た め に 、財 政 計 画 を 定 め て 持 続 可 能

な 法 人 経 営 を 行 っ て い き ま す 。  

 

 

１ .  経 営 数 値 目 標 の 設 定  

 

拠 点 別 に 、 こ れ ら の 経 営 数 値 目 標 を 設 定 し 進 捗 管 理 を 実 施 し ま す 。  

具 体 的 な 数 値 目 標 に よ り 、目 標 を 達 成 す る 工 夫 が 行 動 に つ な が り 、職 員

共 通 の 目 標 と 改 善 点 が 明 確 と な り 、 計 画 的 経 営 が 実 現 で き ま す 。  

経 営 戦 略 の 中 で 、 目 標 を 明 示 し て い く こ と に よ り 、 中 長 期 （ ３ 年 か ら ５

年 ）に わ た り 達 成 す べ き 平 均 的 目 標 が み え 、そ の 収 益 目 標 の 数 値 が 算 定 の

根 拠 と な り ま す 。  

 

収 益 目 標 は 、現 在 、提 供 し て い る 事 業 の 稼 働 率 を 向 上 さ せ て い く こ と を

前 提 と し 、こ れ ま で の 収 益 と 費 用 の 差 額 で 計 画 を た て る の で は な く 、目 標

を 達 成 す る た め に 、 い か に 収 益 を あ げ 費 用 を 最 小 に 押 え た 計 画 を 実 践 し 、

予 定 収 益 か ら 目 標 の 利 益 を 差 し 引 い た 許 容 費 用 を 、経 営 努 力 の 目 標 と し て

と ら え ま す 。  

ま た 、進 捗 管 理 に つ い て は 、 目 標 と 環 境 変 化 を 勘 案 し な が ら 、 収 益 は 目

標 収 益 以 上 の 実 績 、費 用 に つ い て は 許 容 費 用 以 下 の 実 績 を 目 標 に 経 営 活 動

の 管 理 を 行 い 、安 定 的 な サ ー ビ ス の 供 給 体 制 の 確 立 を 図 る と と も に 、持 続

可 能 な 法 人 経 営 を 行 っ て い き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

第４章 持続可能な法人経営のために  

豊 か な 明 日 へ の 扉 を ひ ら く  
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２ .  未 来 を 見 据 え た 人 材 (財 )の 確 保 と 事 業 投 資 に よ る 成 長  

 

固 定 費 の な か で も 最 も 大 き な 割 合 を 占 め る 人 件 費 に つ い て は 、そ の 発 生

の 基 礎 と な る 業 務 内 容 別 の 要 員 計 画 を 策 定 し て い き ま す 。  

マ ー ケ テ ィ ン グ の 手 法 な ど を 確 立 し 、必 要 と す る サ ー ビ ス や 利 用 者 ニ ー

ズ を 明 確 に し な が ら 、 新 た な 事 業 開 発 を 進 め ま す 。  

 

  専 門 職 に お け る キ ャ リ ア ア ッ プ と 組 織 的 役 割 に 基 づ い た 給 与 体 系 を 実

施 し ま す 。  

  賞 与 に つ い て は 、 財 政 ・ 財 務 規 律 で 定 義 し た 成 果 連 動 型 に し ま す 。  

  要 員 計 画 に 基 づ き 、 正 規 職 員 と 同 一 業 務 を 行 っ て い る 契 約 職 員 に つ い

て は 正 規 化 を め ざ し ま す 。  

  老 朽 化 し た 施 設 建 物 に 必 要 な 修 繕 費（ 資 金 ）に つ い て は 増 収 等 の 策 で 賄

い 、 機 能 改 革 に よ っ て 新 た な 付 加 価 値 を 創 造 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


